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H寺に熟成期間の短縮は工業上極めて有利となるから，次に速醸法を検討した。諸|床を 30 0C に保つ方法で、
























第 3 章は醸造醤irl! ，鉱酸分解アミノ酸液， 2 号アミノ酸液，市w;醤ilil等各種醤油試料23種につき遊離ア
ミノ酸の分布を見たものである。比較のため全窒素を 1%とした場合醸造生揚醤油を標準とするとき，そ
の組成は大略アルギ、ニン 0.7mg/ml (以ド同単位) ，クソレタミン酸 8 ，グリシン2.5，イソロイシン 4 ， リ


















けている。第 1 期は仕込後 3 日間でツk溶性遊離アミノ酸の増加は極めて著しく各アミノ酸において遊離ア
ミノ酸量はその全量の 1/3 に達している。第 2 期は 3 日以降30 日までの期間は各アミノ酸とも遊離アミノ
酸量は増加するもその増加平は低下している。全アミノ酸量に対する遊離アミノ酸比率は60% 程度とな








らの見地よりして加温速醸型式を批判している。 ~11 ち醤illli醸造における学術的解WJ と工業生産への指示に
大きい貢献をなしたものと伝ずむつよって木浦交は同士論文として{!Bi似あるものと認める。
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